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第１部 

第３次宇都宮市環境基本計画等の概要  
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【関連の計画】 

○都市計画マスタープラン 

○都市交通戦略 

○緑の基本計画 

○産業振興ビジョン 

○食料・農業・農村基本計画 

                 等 

○地球温暖化対策実行計画（区域施策編・事務事業編） 

○一般廃棄物処理基本計画 

○うつのみや生きものつながりプラン 

                        等

宇都宮市 
カーボンニュートラル 

ロードマップ 

1.1 計画の位置づけ                                            

(1)  背景・目的 

進行する地球温暖化，東日本大震災を契機とした安全で快適な日常生活に係る市民ニーズなど

の多様化する環境問題への対応や，本市のまちづくりや社会・経済と連携した総合的・横断的な

環境施策の展開等が求められていることから，市民の主体的な行動力を向上するため，新たに環

境都市の姿を明確化し，その実現や環境負荷低減に資する取組を総合的に展開するため，令和 3

年 3月に第 3次環境基本計画（後期計画）を策定しました。 

 

(2)  計画の位置づけ 

宇都宮市環境基本計画は，宇都宮市環境基本条例に基づく環境行政上の総合計画となります。 

また，第６次宇都宮市総合計画改定基本計画の分野別計画「産業・環境の未来都市の実現に

向けて」の政策「脱炭素で循環型，自然共生社会の実現」に向けた個別計画としても位置付け

られており，本市のさまざまな行政分野と連携しながら総合的・分野横断的に取り組みます。 

 

 

 

【国】 【県】 

環境基本法 環境基本条例等 

環境基本計画等 環境基本計画等 

各種環境政策 各種環境政策 

 

 

 

 

 
 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

  

  

まちづくりの具体化 

分野横断的 

な連携 

まちづくりの具体化 

体系的な施策の推進 

基本理念，基本的施策の明確化 

国，県との連携 

第 3次 

宇都宮市環境基本計画 

宇都宮市環境基本条例 

宇都宮市総合計画 

【環境基本計画の位置付け】 

脱炭素社会の構築に向けた 

工程・取組等を具現化 

実施計画 
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1.2 基本理念                                                

 宇都宮市環境基本計画に掲げた基本理念「みんなで築き 未来へつなげよう 環境都市 うつ

のみや」は，２１世紀半ばを展望した本市が目指すべき「環境都市」の姿を現しており，平成１

５年２月に策定した「第１次宇都宮市環境基本計画」から引き継がれています。 

 また，「環境都市」とは，以下３点の目標を達成した，環境にやさしいまちをいいます。 

 

 

① 社会経済活動その他の活動による環境への負荷を低減する。 

② 限りある資源を循環できる社会への転換を図る。 

③ 自然環境を保全し，人と自然とが共生する都市を形成する。 

 

1.3 計画期間                                                

 

 

【前期】 平成 28（2016）年度 から 令和 2（2020）年度まで 

【後期】 令和  3（2021）年度 から 令和 7（2025）年度まで 

 

1.4 環境都市の姿                                             

本計画では，SDGsの理念などを踏まえ，令和２年３月に「環境未来都市 うつのみや」を目指す

ことを宣言しました。「環境未来都市」とは，次のような社会を実現した都市をいいます。 

  

 

 

 

 

 

1.5 環境状況報告書の位置づけ                               

環境状況報告書は，「宇都宮市環境基本条例」第 19条に基づき，環境の状況や環境の保全及び創

造に関する施策の実施状況について，毎年作成し，公表するものです。 

本書では，「第３次宇都宮市環境基本計画（後期計画）」に掲げた施策指標や構成事業のほか，「宇

都宮市地球温暖化対策実行計画（区域施策編，事務事業編）」の進捗状況について評価を行います。 

なお，過去１年間の実施状況を取りまとめ公表することから，本年度は令和７年度における実施

状況についての報告となります。 

みんなで築き 未来へつなげよう 環境都市 うつのみや 

平成 28（2016）年度から令和 7（2025）年度まで 

【環境未来都市】 

①  地球温暖化の原因となる温室効果ガスを排出しない脱炭素社会 

②  「もったいない」のこころでひとやものを大切にする循環型社会 

③  環境，経済，社会の統合的な向上が図られた持続可能なまち 
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1.6 分野別の基本施策                                             

分野別の基本施策は，「地球環境」，「廃棄物」，「自然環境」，「生活環境」，「人づくり」の 5分野

に分けて，個別に取り組むべき施策・事業として網羅的に設定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

⑴生物多様性保全に関する意識の醸成 ⑵生きものとその生息・生育環境の保全の推進 

 

⑴農地等の多面的機能の維持向上 ⑵都市の緑の保全と創出 

⑶水資源の確保 ⑷河川環境の保全と創出 ⑸良好な景観の保全と創出 

自
然
環
境 

３ ➀ 生物多様性の保全 

 

② 自然と共生したまちづくりの推進 

 

 

⑴大気汚染状況の監視 ⑵水質汚濁状況の監視 ⑶騒音振動の調査 ⑷放射線や化学物質の調査 

 

⑴工場・事業場の監視・指導 ⑵事業者等への意識啓発 ⑶自動車排出ガス対策の充実 

⑷生活排水対策の充実 

生
活
環
境 

４ ➀ 環境調査，監視等の充実 

 

② 発生源対策の充実 

 

 

⑴市民総ぐるみによるもったいない運動の推進 ⑵もったいない運動を取り入れたイベントの開催 

 

⑴環境学習の場と機会の提供 ⑵地域における環境保全活動を担う人材の育成 

 

⑴各主体による環境配慮行動の推進 ⑵多様な活動主体間の連携促進 

 

人
づ
く
り 

５ ➀ 「もったいない」のこころの醸成 

 

② 自ら学び，自ら行動する人づくりの推進 

 

③ 「もったいない」のこころによる実践行動の場と機会の充実 

 

⑴家庭における低炭素化の促進 ⑵事業所における低炭素化の促進 ⑶市役所における低炭素化の促進 

 

⑴創エネルギー・蓄エネルギーの普及促進 ⑵地域ポテンシャルを生かした新たなエネルギーの活用 

 

⑴環境負荷の少ない都市整備 ⑵エコで便利な交通体系の構築 ⑶気候変動への適応策の推進 

➀ 低炭素化の促進 

② 自立分散型エネルギーの普及促進 

③ 環境にやさしいまちづくりの推進 

地
球
環
境 

１ 

 

⑴普及啓発の推進 ⑵発生抑制・再使用の推進 

 

⑴資源循環利用の推進 ⑵各主体による資源化の推進 

 

⑴適正な収集・処理・処分体制の推進 ⑵不法投棄の未然防止・拡大防止 

➀ ごみの発生抑制・再使用の促進 

 

廃
棄
物 

２ 

③ 適正な処理の推進 

 

② 資源循環利用の推進 
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第２部 

状況報告書 要旨 
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2.1 進捗状況の評価方法について                       

⑴ 分野別施策の基本施策の評価について 

第３次宇都宮市環境基本計画（後期計画）では，５つの分野（地球環境，廃棄物，自然環 

境，生活環境，人づくり）において各基本施策を掲げておりますが，基本施策の評価につい 

ては，基本施策ごとに設定している施策指標及び構成事業の評価に基づき，総合評価を行い

ます。 

また，「宇都宮市地球温暖化対策実行計画（区域施策編，事務事業編）」については，施策   

指標等の達成状況の評価を行います。 

  

【基本施策の体系イメージ】 

 
 

 
 
 

 

 

⑵ 施策指標の評価方法 

各年度の施策指標の進捗状況の評価について，当該年度の実績値と参考値※を比較し，その 

達成度に応じて「Ａ」，「Ｂ」，「Ｃ」で評価します。 

 

表１ 施策指標の評価基準 

 

 

 

 

 

※ 「基準値」と「目標値」を直線で結んだとき 

の各年度の値が「参考値」となります。 

 

 

 

⑶ 構成事業の評価 

事業の進捗により評価します。評価の基準は、各課の事務概要のスケジュール等に照らし， 

「計画以上」，「計画どおり」，「計画より遅れ」で評価します。 

 

  

評価 Ａ Ｂ Ｃ 

達成度 
(評価基準) 

100％以上 
70％以上 
100％未満 

70％未満 

【基本施策】 
1-1-1 家庭における低炭素化の促進 
1-1-2 事業所における低炭素化の促進 
1-1-3 市役所における低炭素化の促進 

地球環境 

廃棄物 

生活環境 

人づくり 

自然環境 

【施策指標】 
市民 1 人当たりの温室
効果ガス排出量（年） 

【構成事業】 

・家庭における～～～ 

環
境
基
本
計
画 

施策指標・構成事業の進捗状況を

確認，評価し，基本施策を総合評価 
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 ⑷ 基本施策の総合評価方法 

基本施策の総合評価については，各基本施策の施策指標及び構成事業の評価に基づき， 

「達成」，「概ね達成」，「未達」で評価します。 

 

表２ 基本施策の総合評価 
   評価 
項目 Ａ Ｂ Ｃ 

① 施策指標 100％以上 
70％以上 
100％未満 

70％未満 

② 構成事業 
「計画以上」が 

２以上 

「計画どおり」が 

４以上 

「計画より遅れ」が 

２以上 

（構成事業が 

３つ以下の場合） 

「計画以上」が 

１以上 

「計画どおり」が 

構成事業数と同数 

「計画より遅れ」が 

１以上 

総合評価 

上記①②の合計により判定 

達成 概ね達成 未達 

ＡまたはＢが 
１つ以上 

Ｂが２つ 
または 

ＡとＣが１つずつ 

Ｃが２つ 
または 

ＢとＣが１つずつ 
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2.2 基本施策の進捗状況の要旨                            

(1)  施策指標の評価について 

分野別の基本施策に基づき設定している施策指標について，令和７年度は，３５のうち３０ 

の指標でＡ評価またはＢ評価（全体の約９割）となりました。一方で，５つの指標がＣ評価と 

なりました。 

【施策指標についての評価（令和７年度実績）】  

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)  構成事業の評価について 

第３次宇都宮市環境基本計画（後期計画）では，各分野の基本施策に基づき全１６８構成事業 

を掲げ，各種事業を推進しています。 

令和７年度は，１６７の事業が「計画どおり」となりました。 

 

【構成事業についての評価（令和７年度実績）】  

 

 

  

分野 
評価 

Ａ Ｂ Ｃ 

地球環境 ４ ３ １ 

廃棄物 ４ １ １ 

自然環境 ０ ５ ２ 

生活環境 ３ ５ ０ 

人づくり ２ ３ １ 

合計 13 17 ５ 

分野 
評価 

計画以上 計画どおり 計画より遅れ 

地球環境 ０ 40 ０ 

廃棄物 ０ 28 ０ 

自然環境 ０ 52 １ 

生活環境 ０ 18 ０ 

人づくり ０ 29 ０ 

合計 ０ 167 1 
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(3)  基本施策の総合評価について 

施策評価の評価結果と構成事業の評価結果を踏まえた各基本施策の総合評価は，３５のうち 

３０の基本施策で「達成」「概ね達成」（全体の約９割）であったことから，概ね計画どおりに

進捗したものと評価できます。 

 

【基本施策の総合評価（令和７年度実績）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

分野 
総合評価 

達成 概ね達成 未達 

地球環境 ４ ３ １ 

廃棄物 ４ １ １ 

自然環境 ０ ５ ２ 

生活環境 ３ ５ ０ 

人づくり ２ ３ １ 

合計 13 17 ５ 
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2.3 分野別の基本施策の進捗状況                     

【地球環境分野】 

基本施策 施策指標   
R1 

（基準値） 
R2 R3 R4 R5 R6 R７ 

施策 

指標 

評価 

構成 

事業 

評価 

総合評価 

1-1-1 

家庭におけ

る低炭素化

の促進 

市民 1人

当たりの

温室効果

ガス排出

量（年） 

参考値 

3.58 

t-CO2 

(H30) 

3.30 

（R1） 

3.16 

（R2） 

3.03 

（R3） 

2.89 

（R4） 

2.75 

（R5） 

2.61 

（R6） 
A 

B 達成 

実績値 
3.58 

（H30） 

3.19 

(R1) 

3.09 

(R2) 

3.12 

(R3) 

3.15 

(R4) 

2.75 

（R5） 
算定中 100% 

施 策 の 評

価・今後の

取組方針 

・市民１人当たりの温室効果ガス排出量について，令和６年度（Ｒ５実績）は目標値と同等となった。 

・これは電力の使用量の増加に加え，単身世帯や核家族世帯の増加など，エネルギー効率の低さが影響したが，家庭における省

エネ機器の導入や再生可能エネルギーの普及などにより，目標値に到達していないものの基準値を下回っている。 

・引き続き，補助事業等による家庭における再エネ導入促進や，市民における環境負荷を減らす取組について，市ホームページ等

により普及啓発を行うなど，家庭における脱炭素化を促進していく。 

構成事業 事業の進捗 

・民間企業等と連携した普及啓発の実施  計画どおり 

・市の広報媒体を活用した情報発信  計画どおり 

・家庭における創エネ・蓄エネ導入支援制度の実施【拡充】  計画どおり 

・ＺＥＨの導入促進【新規】 計画どおり 

・省エネ促進等住宅改修支援事業の実施 計画どおり 
   

1-1-2 

事業所にお

ける低炭素

化の促進 

事業者の

温室効果

ガス排出

量（年） 

参考値 

223.6万

t-CO2 

(H30) 

214.5 

（R1） 

210 

（R2） 

205.5 

（R3） 

201.0 

（R4） 

196.4 

（R5） 

191.9 

（R6） 
Ｂ 

B 概ね達成 

実績値 
232.7 

(H30) 

219.5

（R1） 

207.5

（R2） 

224.0

（R3） 

213.8 

(R4) 

198.3 

（R5） 
算定中 99% 

施 策 の 評

価・今後の

取組方針 

・事業者の温室効果ガス排出量について，令和６年度（Ｒ５実績）は目標値から下回る結果となった。 

・省エネ設備機器や高効率機器の導入などの取組が推進されていることから，経済産業省のエネルギー消費統計における電力消

費量が減少しており，目標値には達していないものの前年度から減少が図られている。 

・引き続き，補助事業について関係機関と連携し広く情報発信を行うなど，事業者における脱炭素経営を促進していく。 

構成事業 事業の進捗 

・ＳＤＧｓ人づくりプラットフォームにおける脱炭素化好事例の普及展開【新規】 計画どおり 

・市の広報媒体を活用した情報発信（再掲） 計画どおり 

・ＥＶの導入促進【新規】 計画どおり 

・「新しい生活様式」に対応した脱炭素な事業活動の促進【新規】 計画どおり 

・融資制度等による環境保全対策の支援 計画どおり 
   

1-1-3 

市役所にお

ける低炭素

化の促進 

市有施設

における

温室効果

ガス排出

量（年） 

参考値 
91,874 

t-CO2 
89,278 86,683 84,087 81,491 78,896 76,300 A 

B 達成 

実績値 91,874 84,379 82,552 73,129 77,510 71,073 算定中 
100% 

以上 

施 策 の 評

価・今後の

取組方針 

・市有施設の温室効果ガス排出量について，令和６年度は目標値を上回る結果となった。 

・さらなる排出量削減に向けて引き続き，エネルギー使用量の削減とともに，再生可能エネルギーの創出・使用等により 

一層促進していく。 

構成事業 事業の進捗 

・市役所におけるエコオフィス活動の推進 計画どおり 

・エネルギー利用設備に係る高効率化の推進【新規】 計画どおり 

・市有施設の電力の調達における脱炭素化の推進【新規】 計画どおり 
   

1-2-1 

創エネルギ

ー・蓄エネ

ルギーの普

及促進 

太陽光発

電設備導

入世帯数

（累計）  

参考値 
17,957

世帯 
18,964 19,971 20,979 21,986 22,993 24,000 Ａ 

B 達成 

実績値 17,957 18,902 19,821 21,043 22,227 23,288 24,390 
100%以

上 

施 策 の 評

価・今後の

取組方針 

・太陽光発電設備導入世帯数について，令和７年度は目標値を上回る結果となった。 

・これは，設備導入に対する補助事業の拡充や普及啓発を積極的に取り組むほか，近年の電気代高騰による太陽光発電への関心

の高まりなどによるものが要因と考えられる。 

・引き続き，これまで拡充してきた補助事業を実施し，導入促進を図る。  

構成事業 事業の進捗 

・家庭における創エネ・蓄エネ導入支援制度の実施【拡充】（再掲） 計画どおり 

・事業所における創エネ・蓄エネの普及促進【新規】 計画どおり 

・地域防災拠点施設における創エネ・蓄エネ設備の導入推進【拡充】 計画どおり 

・太陽光発電向け市有財産貸出事業の実施   計画どおり 
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基本施策 施策指標  
R1 

（基準値） 
R2 R3 R4 R5 R6 R７ 

施策 

指標 

評価 

構成 

事業 

評価 

総合評価 

1-2-2 

地域のポテンシ

ャルを生かした

新たなエネルギ

ーの活用 

冷熱エネルギーを

活用した事業へ

の参入者数（累

計） 

参考値 
6事業者 

(R2) 
6 7 8 8 9 10 Ｂ 

B 概ね達成 

実績値 
5 

(R2) 
5 7 7 6 7 7 70% 

施策の評価・今

後の取組方針 

・冷熱エネルギーを活用した事業への参入者数について，令和７年度は目標値を下回る結果となったが，大谷地域に興味を持ってい

ただいた事業者に対し，大谷の地下空間や冷熱エネルギーについて説明するなど，事業者誘致のための案内・説明・PRのほか，大

谷夏いちごの生産・販売に関する現状と課題を把握するため，大谷夏いちご栽培事業者へのヒアリング調査を実施した。 

・大谷夏いちごの効果的な生産・販売に必要な支援策や，大谷夏いちご以外の農作物についても，冷熱エネルギーを活用できるよう，

現行の補助事業の見直しを行うなど，引き続き，幅広い活用方法について検討していく。 

構成事業 事業の進捗 

・地域新電力による再生可能エネルギーの地産地消の推進【新規】 計画どおり 

・大谷地域に賦存する冷熱エネルギーを活かした活性化策の実施   計画どおり 

・燃料電池車の導入促進【新規】  計画どおり 

・再生可能エネルギーを活用した水素サプライチェーンの構築に向けた検討【新規】 計画どおり 
   

1-3-1  

環境負荷の少

ない都市整備 

地域新電力によ

る温室効果ガス

削減量（累計） 

参考値 
0t-CO2 

(R2) 
0 1,560  3,120  4,680  6,240  7,800  Ａ 

B 達成 

実績値 
0 

(R2) 
0 1,114  2,769  4,411  13,901  14,711 

100% 

以上 

施策の評価・今

後の取組方針 

・令和７年度において，地域新電力による温室効果ガス削減量は目標値を上回る結果となった。これは令和７年度に，二酸化炭素の

排出がゼロである「ゼロエミッション電力」の供給を開始したことが主な要因である。 

・引き続き，宇都宮ライトパワー㈱と連携を図りながら，温室効果ガスの削減に取り組んでいく。 

構成事業 事業の進捗 

・駅東口地区整備事業におけるエネルギーの合理的な活用手法の検討  計画どおり 

・東部総合公園の整備における環境負荷の少ない拠点形成【新規】 計画どおり 

・コジェネ等を活用したエネルギーの効率的利用の促進【新規】 計画どおり 

・地域新電力によるＡＩ・ＩｏＴを活用した電力調達やエネルギー融通の推進【新規】 計画どおり 

・地域拠点や産業拠点におけるエネルギーの相互利用の推進  計画どおり 

・環境負荷の少ないまちづくりに向けた集約型都市構造の推進   計画どおり 

・都市機能等の適正な立地誘導に向けた「立地適正化計画」の推進 計画どおり 
   

1-3-2 

エコで便利な交

通体系の構築 

公共交通夜間人

口カバー率（年）  

参考値 91.9% 92.8 93.8 94.7 95.6 96.6 97.5 Ｂ 
B 概ね達成 

実績値 90.0 90.5 90.7 90.8 92.5 93.5 93.8 96% 

施策の評価・今

後の取組方針 

・公共交通夜間人口カバー率について，令和７年度は目標値を下回る結果となったが，市街地部において新たに 1地区で地域内交

通が導入されたことに伴い，カバー率が上昇した。 

・今後は，駅西側ライトライン延伸とあわせたバス路線再編の内容の検討進めていくとともに，地域内交通の導入地区の拡大に引き

続き取り組んでいく。 

構成事業 事業の進捗 

・ＩＣカードを活用した公共交通の利便性向上策の実施【拡充】 計画どおり 

・ＬＲＴの整備 計画どおり 

・公共交通等のネットワーク化の強化   計画どおり 

・自転車を利用しやすい空間の確保 計画どおり 

・レンタサイクルの拡充 計画どおり 

・自転車通勤の促進 計画どおり 

・ＥＶの導入促進【拡充】 計画どおり 

・電気自動車等のカーシェアリングの導入検討 計画どおり 
   

1-3-3 

気候変動への

適応策の推進 

適応をテーマとし

た出前講座等の

数（年）  

参考値 - 2回 3 5 7 8 10 Ｃ 

B 未達 
実績値 - 3 1 5 1 4 1 10% 

施策の評価・今後

の取組方針 

・適応をテーマとした出前講座等の数について，目標を大きく下回る結果となった。 

・当該テーマに関し，他の関連する出前講座においても適応に向けた取組の紹介等を行っており，一定の普及啓発を図ってきた。 

・引き続き，カーボンニュートラルの実現に向けて，幅広い世代を対象に普及啓発に取り組んでいく。 

構成事業 事業の進捗 

・気候変動に関する理解と適応策の実践に向けた情報発信【拡充】  計画どおり 

・局地的な集中豪雨等への対応【拡充】 計画どおり 

・熱中症対策の推進【拡充】 計画どおり 

・農業における気候変動による影響への対応【新規】 計画どおり 
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【地球環境分野について】 

 ・ 太陽光発電設備の導入促進や，宇都宮ライトパワー㈱による再生可能エネルギーの地産地

消の推進などにより，一部の基本施策を除き，評価は「達成」「概ね達成」となった。 

・ 「市民１人当たりの温室効果ガス排出量」及び「事業者・市有施設における温室効果ガス

排出量」について着実に削減されているものの，実行計画（R6年 2月策定）において新たな

削減目標を設定しており，2030年度の目標達成に向けさらなる削減が求められる。  
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【廃棄物分野】 

基本施策 施策指標  
R1 

（基準値） 
R2 R3 R4 R5 R6 R７ 

施策 

指標 

評価 

構成

事業 

評価 

総合評価 

2-1-1 

普及啓

発の推

進 

ごみ分別ア

プリ「さんあ

～る」のダ

ウンロード

数（累計） 

参考値 26,463件 30,553 34,642 38,732 42,821 46,911 51,000 Ａ 

B 達成 
実績値 26,463 34,409 42,984 50,891 57,556 64,189 70,196 

100％

以上 

施策の

評価・

今後の

取組方

針 

・ごみ分別アプリ「さんあ～る」のダウンロード数について，令和７年度は目標値を上回る結果となった。 

・分別講習会や市ホームページ，広報紙等の様々な機会や媒体を活用した周知啓発を実施した結果，目標を上回るダウンロード数となっ

ており，市民に対し幅広い周知啓発が図られている。 

・引き続き，様々な機会や媒体を活用したごみ分別アプリの周知を行い，ダウンロード数の増加を図る。 

構成事業 事業の進捗 

・もったいない運動との連携 計画どおり 

・分別強化の推進【拡充】 計画どおり 

・環境教育の推進 計画どおり 

・家庭系生ごみの減量化の推進 計画どおり 

・きれいなまちづくりの推進 計画どおり 
   

2-1-2 

発生抑

制・再

使用の

促進 

市が実施し

たフードドラ

イブの参加

者数（年） 

参考値 121人 168 214 261 307 354 400 Ａ 

B 達成 
実績値 121 49 298 832 970 855 898 

100％

以上 

施策の

評価・

今後の

取組方

針 

・市が実施したフードドライブの参加者について，令和７年度は目標値を上回る結果となった。 

・分別講習会やイベントなどの様々な機会を活用した周知啓発に努めた結果，個人からの寄付だけでなく企業単位でのフードドライブ活

動が増加しており，食品ロスの発生抑制が図られている。 

・引き続き，様々なイベント等の機会を通じ，個人はもとより事業者の参加を募りながら，参加者数の増加を図る。 

構成事業 事業の進捗 

・食品ロス削減の推進【新規】 計画どおり 

・プラスチックごみの発生抑制の推進【新規】 計画どおり 

・リユース品の利用促進 計画どおり 

・粗大ごみの再生品販売 計画どおり 
   

2-2-1 

資源循

環利用

の推進 

市が主体と

なって取り

組む廃棄

物系バイオ

マスの資源

化量（年） 

参考値 514t 678 843 1,007 1,171 1,336 1,500 Ｂ 

B 概ね達成 
実績値 426 947 1,075 815 1,191 1,193 1,274 

※見込値 
84% 

施策の

評価・

今後の

取組方

針 

・市が主体となって取り組む廃棄物系バイオマスの資源化量について，令和７年度は当初の目標値を下回ったが，新聞折込チラシ等を活

用した周知啓発の実施により，前年度の実績値より 81t，約 6.8％の増加となった。 

・引き続き，剪定枝の拠点回収や市有地から発生する剪定枝の資源化等による資源化量の安定的な確保に努めるとともに，学校給食残

の資源化など，新たな廃棄物系バイオマスの資源化施策を検討していく。 

構成事業 事業の進捗 

・拠点回収事業における資源化の推進【拡充】 計画どおり 

・公共施設における資源化の推進 計画どおり 

・新たな資源循環利用の推進 計画どおり 
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基本施策 施策指標  

R1 

（基準

値） 

R2 R3 R4 R5 R6 R７ 

施策 

指標 

評価 

構成

事業 

評価 

総合評価 

2-2-

2 

各主体

による資

源化の

促進 

市民から依頼のあった

分別講習会と出前講

座の開催件数（年） 

参考値 67回 68  68  69  69  70  
70 回 

以上 
C 

B 未達 

実績値 67 5  11  56  46  54  48 68% 

施策の

評価・今

後の取

組方針 

・市民から依頼のあった分別講習会と出前講座の開催件数について，令和７年度は目標値を下回る結果となった。 

・市ホームページや広報紙などによる講習会等の周知やリサイクル推進員を通じた開催機会の拡充に取り組んだものの，目標達成に

は至らなかった。 

・令和９年度からプラスチック製品の資源化を開始することから，分別講習会を活用して新たな分別ルールの周知を行い，分別講習会

の開催回数の拡大を図る。 

構成事業 事業の進捗 

リサイクル推進員活動支援の推進 計画どおり 

エコショップ等の普及促進【拡充】 計画どおり 

資源物集団回収の推進 計画どおり 

事業系ごみの減量化・資源化の促進【拡充】 計画どおり 
   

2-3-

1 

適正な

収集・処

分体制

の推進 

行政収集等実施率 

（年） 

参考値 100% 100 100 100 100 100 
100%を

維持 
Ａ 

B 達成 

実績値 100 100 100 100 100 100 100 100% 

施策の

評価・今

後の取

組方針 

・行政収集等実施率について，令和７年度は目標値を達成した。 

・行政収集及び工場への搬入予定日に対し，予定どおり，安定的かつ適正に行政収集及び受入を行うことができており，適正

な収集・処分体制の推進が図られている。 

・プラスチック製品資源化及びスプレー缶穴あけ不要に向けて，収集運搬手法などを検討しながら，引き続き，適切な収

集・処分体制を確保し，安全かつ適正に処理を行う。 

構成事業 事業の進捗 

・ごみステーションの維持管理への支援 計画どおり 

・適正かつ効果的・効率的な収集運搬体制の確保 計画どおり 

・適正な中間処理施設・最終処分場の維持管理 計画どおり 

・事業系ごみの適正処理の推進【拡充】 計画どおり 

・災害廃棄物の適正処理に向けた対応【拡充】 計画どおり 
   

2-3-

2 

不法投

棄の未

然防止・

拡大防

止 

不法投棄の事案の解

決率（年） 

参考値 97.8%   98.0 98.0 98.0 98.0 98.0 Ａ 

B 達成 
実績値 97.8   99.5 98.5 99.3 98.8 99.2 

100％

以上 

施策の

評価・今

後の取

組方針 

・後期計画期間における不法投棄事案の解決率については，毎年９８％以上を達成した。 

・不法投棄の未然防止及び早期発見を図るため，引き続き，パトロールやカメラによる監視を効果的に実施するとともに，関係各課や

警察と連携しながら適正処理の指導を行うほか，地域住民による不法投棄監視活動や清掃活動への支援を行うなど，各種取組を着

実に進めていく。 

構成事業 事業の進捗 

・様々な手法による市民等への適正処理に向けた意識啓発  計画どおり 

・廃棄物排出事業者に対する指導【拡充】 計画どおり 

・不法投棄監視カメラの設置【拡充】  計画どおり 

・地域住民による監視活動，清掃活動への支援 計画どおり 

・市内郵便局との連携【新規】 計画どおり 

・不法投棄の速やかな回収・処分 計画どおり 

・不法投棄された土地の速やかな原状回復 計画どおり 

 

【廃棄物分野について】 

・ 分別講習会や新聞折込チラシなど様々な機会・媒体を活用した周知啓発による，ごみの発生 
抑制・再使用の促進や資源循環利用の推進，適正な収集・処分体制の推進や，不法投棄の未然 
防止などにより，一部の基本施策を除き，評価は「達成」「概ね達成」となった。 

・  「分別講習会と出前講座の開催件数」は目標値を下回っていることから，令和９年度からの 
プラスチック製品の資源化に向け，各開催回数の拡大を図るなど，更なる分別の定着・徹 
底が求められる。  
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【自然環境分野】 

基本施策 施策指標  R1 
（基準値） 

R2 R3 R4 R5 R6 R７ 
施策指標 

評価 

構成事業 

評価 
総合評価 

3-1-1 

生物多

様性保

全に関

する意

識の醸

成 

「生物多様

性」の言葉の

意味を知って

いる市民の

割合（年） 

（生物多様性

の認知度） 

参

考

値 

33.6% 

(R2) 
33.6 41.9 50.2 58.4 66.7 75.0 Ｃ 

B 未達 
実

績

値 

33.6 33.6 40.8 44.6 34.7 37.6 42.4 56% 

施策の

評価・今

後の取

組方針 

・「「生物多様性」の言葉の意味を知っている市民の割合（生物多様性の認知度）」については，令和７年度の目標値を下回っ

たものの，実績値では前年度の 37.6％から 42.4％へと約 5％増加しており，広報紙，自治会回覧，ホームページ，Ｘ，パネル

展など，様々な広報媒体を活用した情報発信や自然観察会をはじめとする各種イベント等の実施により，一定の周知啓発を

図ることができた。 

・今後は，より多くの市民等が，生物多様性の大切さやネイチャーポジティブ実現の必要性について理解することができるよ

う，各世代に適した様々な広報媒体を活用した身近でわかりやすい情報発信に取り組むとともに，自然に親しむきっかけとなる

「自然観察会」などの各種イベントの充実を図りながら，生物多様性について深く知る機会を提供していく。 

構成事業 事業の進捗 

・人と生きもののつながりに関する周知啓発【拡充】  計画どおり 

・自然観察会等の実施【拡充】 計画どおり 

・出前講座の実施【拡充】 計画どおり 

・生物多様性に配慮した事業活動へ向けた情報発信【拡充】 計画どおり 

・環境学習センターと連携した環境学習機会の提供【拡充】 計画どおり 

・学校における意識の醸成【拡充】 計画どおり 

・環境リーダー等の人材育成 計画どおり 

・「こどもエコクラブ」の育成 計画どおり 

・うつのみや生きものつながり活性化事業の推進【新規】 計画より遅れ 
   

3-1-2 

生きもの

とその生

息・生育

環境の

保全の

推進 

外来種の影

響に関する

認知度（年） 

参

考

値 

64.8% 

(R2) 
64.8 69.8 74.9 79.9 85.0 90.0 B 

B 
概ね 

達成 実

績

値 

64.8 64.8 84.9 85.8 88.4 87.1 84.4 93％ 

施策の

評価・今

後の取

組方針 

・外来種の影響に関する認知度については，令和７年度は目標値を下回る結果となったが，実績値で８割を超えており，パンフ

レットの配布やパネル展，市公式ラインや大型放映装置での情報発信など，各種媒体・機会を活用した周知啓発等により，一

定の成果をあげることができた。 

・引き続き，侵略的外来種等が及ぼす自然環境への悪影響に関する理解促進や防除対策の充実に取り組む。 

構成事業 事業の進捗 

・自然環境基礎調査の実施・活用【拡充】  計画どおり 

・自然環境保全対策に関するアドバイザー会議の開催 計画どおり 

・自然環境保全地域等の監視活動【拡充】 計画どおり 

・里山・樹林地の管理・育成につながる市民・事業者との連携強化 計画どおり 

・周辺環境と調和した多自然川づくりの推進 計画どおり 

・森林施業の推進【拡充】 計画どおり 

・農村の自然環境・景観の保全 計画どおり 

・都市緑地の保全・活用【拡充】 計画どおり 

・文化財の保存・活用 計画どおり 

・天然記念物の保全 計画どおり 

・外来種に関する周知啓発【拡充】 計画どおり 

・外来種防除活動の実施・支援【拡充】 計画どおり 

・気候変動による生きものへの影響の調査研究・活用【拡充】 計画どおり 

・気候変動への適応策に関する理解促進に向けた情報発信【拡充】 計画どおり 
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基本施策 施策指標  R1 
（基準値） 

R2 R3 R4 R5 R6 R７ 
施策指標 

評価 

構成事

業 

評価 

総合評価 

3-2-1 

農地等

の多面

的機能

の維持

向上 

市内農地

における

環境保全

活動カバ

ー率（累

計） 

参

考

値 

39.3% 46.1 52.9 59.7 66.4 73.2 80.0 Ｃ 

B 未達 
実

績

値 

39.3 38.1 38.8 38.6 39.9 39.6 39.0 49% 

施策の

評価・今

後の取

組方針 

・市内農地における環境保全活動カバー率については，令和７年度は目標値を下回る結果となった。 

・多面的機能支払交付金制度に取り組んでいる地域は，地域住民との共同作業により，良好な農村環境の保全を実現し

ているものの，市内農地における環境保全活動カバー率はほぼ横ばいとなっている。 

・今後は，カバー率の向上を図るため，既存組織や活動組織のない地域に対し，非農業者も巻き込んだ個別説明会や地

域からの相談等の機会を捉え，多面的機能支払交付金による活動のメリットなどを示しながら，エリアの拡大や新規組織

の立ち上げを促進していく。 

・また，令和５年度に設立した広域活動組織を支援するとともに，広域活動組織への未加入組織に対し，個別説明等の機

会を捉え，事務処理を一元化することで負担感を軽減し，本来の農村環境保全活動に注力できるなどのメリット等を説明

し，加入促進を図っていく。 

構成事業 事業の進捗 

・優良農地の確保・保全  計画どおり 

・森林施業の推進【拡充】（再掲） 計画どおり 

・農地・農業用水等の保全の推進【拡充】 計画どおり 

・遊休農地等の有効利用の促進 計画どおり 

・地域特性を活用したエコツーリズム等の検討・実施 計画どおり 

・農村の自然環境・景観の保全（再掲） 計画どおり 

・環境にやさしい営農活動の普及促進 計画どおり 

・地産地消の推進 計画どおり 
   

3-2-2 

都市の

緑の保

全と創

出 

緑地保全・

緑化推進

に係る活

動個所数

（累計） 

参

考

値 

301 

箇所 
328 333 338 346 352 358 Ｂ 

B 概ね達成 
実

績

値 

301 325 327 335 343 332 317 88% 

施策の

評価・今

後の取

組方針 

・緑地保全・緑化推進に係る活動個所数については，令和７年度は目標値を下回る結果となった。 

・これは，花苗配布などの支援による地域での緑化活動の実施箇所数の減によるものである。 

・今後は，活動実施箇所数の増加に向けた支援を継続しながら，民有地による緑地保全や市民協働による緑空間の保全

創出に取り組んでいく。 

構成事業 事業の進捗 

・里山・樹林地の管理・育成につながる市民・事業者との連携強化（再掲）  計画どおり 

・中心市街地の緑化推進【拡充】 計画どおり 

・市街地の農地等の保全・活用 計画どおり 

・都市緑地の保全・活用【拡充】（再掲） 計画どおり 

・身近な生活圏の公園整備 計画どおり 

・拠点公園の整備・活用 計画どおり 
   

3-2-3 

水資源

の確保 

雨水貯留

施設等設

置費補助

件数 

（H28から

の累計） 

参

考

値 

378件 666 953 1,241 1,528 1,816 2,103 Ｂ 

B 概ね達成 
実

績

値 

865 1,129 1,298 1,432 1,564 1,655 1,737 82% 

施策の

評価・今

後の取

組方針 

・雨水貯留施設等設置費補助件数について，令和７年度は目標値に対し８３％の設置率となった。 

・これは，周知活動等に取り組んだことにより，市民や事業者の協力を得ながら民有地への雨水貯留・浸透施設の設置が

促進された結果であるが，更なる設置促進に繋がる取組みの検討が必要である。 

・引き続き，様々な機会を捉えたＰＲ・周知活動に加え，設置促進に繋がる取組みについても検討を行い，雨水の有効利用

および浸水対策に対する市民理解と意識醸成に取組む。 

構成事業 事業の進捗 

・水循環に関する教育の推進 計画どおり 

・上下水道に関する普及啓発【拡充】 計画どおり 

・水質保全に関する要望活動の実施 計画どおり 

・水源涵養活動・水質保全活動の協力依頼 計画どおり 

・かんがい排水施設の整備等の推進 計画どおり 

・民有地への雨水貯留・浸透施設の設置促進 計画どおり 

・道路における雨水浸透舗装の整備  計画どおり 

 

 

 



17 

 

基本施策 施策指標  R1 
（基準値） 

R2 R3 R4 R5 R6 R７ 
施策指標 

評価 

構成事業 

評価 
総合評価 

3-2-4 

河川環

境の保

全と創

出 

河川の整備

率（都市河

川，準用河

川）（累計） 

参

考

値 

62.2% 

(R2) 
62.3 62.6 62.8 65.2 65.9 66.6 Ｂ 

B 概ね達成 
実

績

値 

62.4 62.5 63.8 64.4 64.7 65.5 65.9 98% 

施策の

評価・今

後の取

組方針 

・令和７年度の河川の整備率については，複数年にわたる継続工事（準用河川大久保谷地川バイパス工事 R６～R８など）によ

り，目標値を下回る結果となっているものの，事業は計画どおり進捗している。また，新川における調節池の整備の推進など，

「宇都宮市総合治水・雨水対策推進計画」に掲げる中期目標の浸水被害の解消に向け，計画的に取り組んでいる。 

・今後は，令和８年３月に策定した「宇都宮市総合治水・雨水対策推進改定計画」に基づき，計画的な河川整備を推進するとと

もに，河川の清掃や美化などの市民活動への支援や適切な維持管理を行うなど河川環境の保全に取り組む。 

構成事業 事業の進捗 

・周辺環境と調和した多自然川づくりの推進（再掲） 計画どおり 

・まちづくりと併せた河川・緑地等の一体的な保全と活用 計画どおり 

・河川整備の推進 計画どおり 

・河川維持管理の実施 計画どおり 
   

3-2-5 

良好な

景観の

保全と

創出 

景観形成重

点地区等の

指定数（累

計） 

参

考

値 

7地区 9 9 10 10 11 11 Ｂ 

B 概ね達成 
実

績

値 

7 8 8 8 8 9 9 81% 

施策の

評価・今

後の取

組方針 

・景観形成重点地区等の指定数については，JR宇都宮駅西口周辺等において景観形成重点地区の指定に向けた検討を進め

ているが新たな指定には至っておらず，目標値を下回る結果となった。 

・釜川周辺地区などにおいて，地元協議会等と連携し意見交換や，景観形成に対する検討を実施するなど，景観形成重点地区

等の指定に向けた取り組みを進めることができた。 

・今後も，各地区における景観形成の検討を進めるとともに関連計画の進捗状況にあわせて，景観づくり指針（案）や景観形成

基準（案）などについて，地元住民や事業者などと意見交換を行い，地区指定に向けた合意形成のための理解促進に取り組ん

でいく。 

構成事業 事業の進捗 

・大谷の名勝・文化的景観保存整備事業の推進  計画どおり 

・文化財の保存・活用（再掲） 計画どおり 

・景観計画を活用した景観づくりの推進 計画どおり 

・景観に関する意識の啓発【拡充】 計画どおり 

 

【自然環境分野について】 

・ 自然環境保全対策などの生きものとその生息・生育環境や，都市の緑の保全などを推進し 
てきたことから，一部の基本施策を除き，評価は「概ね達成」となった。 

・ 「生物多様性の言葉の意味を知っている市民の割合」等は，目標値を下回っていること 
 から，各世代に応じた情報発信や自然観察会等を通じ，生物多様性への認知度向上を図る 
 など，自然と共生したまちづくりに向けた取組が求められる。 
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【生活環境分野】  

基本施策 施策指標  
R1 

（基準値） 
R2 R3 R4 R5 R6 R７ 

施策 

指標 

評価 

構成事

業 

評価 

総合評価 

4-1-1 

大気汚

染状況

の監視 

光化学オキシダ

ントの環境基準

達成率（年） 

参考値 92.7% 93.9 95.1 96.4 97.6 98.8 100 Ｂ 

B 概ね達成 
実績値 92.7 93.7 94.5 94.5 93.7 93.4 92.9 92% 

施策の

評価・今

後の取

組方針 

・光化学オキシダントの環境基準達成率については，令和 7年度は目標値を下回る結果となった。 

・大気汚染防止法に基づき，市域における大気中の光化学オキシダントや PM2.5など，大気汚染物質の常時監視を適切に実施し

た。 

・本市の大気は良好に保全され，光化学スモッグ注意報発令回数も減少傾向にあり，光化学スモッグ注意報発令がなかったもの

の，注意報等発令時における適切な対応を継続する必要がある。 

・大気の状況を適切に把握するため，測定機器等の適正保守や費用対効果も考慮した計画的な更新により，測定値の信頼性を確

保していく。 

・市民の安全安心確保のため，光化学スモッグ注意報等発令時には，引き続き，適切かつ迅速な周知を行っていく。 

構成事業 事業の進捗 

・大気汚染の常時監視  計画どおり 

・光化学スモッグ対策の推進 計画どおり 
   

4-1-2 

水質汚

濁状況

の監視 

河川水の生物

化学的酸素要

求量に係る基

準達成率（年） 

参考値 94.4% 95.3 96.3 97.2 98.1 99.1 100 Ｂ 

B 概ね達成 
実績値 94.4 88.9 94.4 94.4 94.4 72.2 83.3 83% 

施策の

評価・今

後の取

組方針 

・河川水の生物化学的酸素要求量に係る基準達成率について，令和 7年度は目標値を下回る結果となった。 

・事業者による河川への油類流出等，異常水質事故が 3件発生していることから，更なる水質保全に向けた取組が必要である。 

・本市の一般環境における PFOS及び PFOAの状況を把握するため，県と連携しながら，河川水及び地下水の調査を実施したほ

か，市南部地域の PFOS及び PFOAに係る指針値超過範囲を特定したことから，原因特定調査を開始した。 

・引き続き，県と連携しながら一般環境中の PFOS及び PFOAの調査を実施するとともに，原因特定調査については信頼性の高い

調査結果を導出する必要がある。 

構成事業 事業の進捗 

・河川・地下水の水質監視 計画どおり 

・異常水質事故の未然防止等の実施 計画どおり 
   

4-1-3 

騒音振

動の調

査 

自動車騒音に

係る環境基準

達成率（年） 

参考値 93.8% 94.8 95.9 96.9 97.9 99.0 100 Ｂ 

B 概ね達成 
実績値 93.8 93.1 94.5 94.5 94.1 96.5 97.1 97% 

施策の

評価・今

後の取

組方針 

・自動車騒音に係る環境基準達成率について，令和 7年度は目標値を下回る結果となった。 

・自動車騒音のほか，航空機や新幹線に係る騒音・振動の状況を適切に把握し，防衛省，自衛隊及び鉄道会社それぞれに対し，要

望書を提出した。 

・引き続き，法令等に基づき，市域における騒音・振動の状況を適切に把握し，関係機関と調整を図りながら対応していく必要があ

る。  

・騒音振動の低減が図られた良好な生活環境を保全するために，測定精度を確保しながら，騒音等の適切な状況把握を行うととも

に，その結果や苦情の発生状況等を基に関係機関等への要望活動を行っていく。 

構成事業 事業の進捗 

・自動車・新幹線騒音等の監視 計画どおり 
   

4-1-4 

放射線

や化学

物質の

調査 

ダイオキシン類

の環境基準達

成率（年） 

参考値 100% 100 100 100 100 100 
100%を

維持 
Ａ 

B 達成 

実績値 100 100 100 100 100 100 100 100％ 

施策の

評価・今

後の取

組方針 

・ダイオキシン類の環境基準達成率について，令和 7年度は目標値を達成することができた。 

・ダイオキシン類については，状況を適切に把握しており，生活環境は良好に保全されている。引き続き適切に状況を把握していく

ことが必要である。 

・空間放射線量の測定については，本市における空間放射線量の測定値が長期間にわたり低水準で安定していることなどから，市

による測定を令和 7年度で終了した。 

・PCB廃棄物の状況は適切に把握できているものの，低濃度 PCB廃棄物の処理期限（令和 9年 3月末）が近づいていることか

ら，早期処理に向けた取組が必要である。 

・市民の安全安心確保のため，測定精度を確保しながら，引き続きダイオキシン類の測定を行っていく。 

構成事業 事業の進捗 

・放射線量や化学物質調査の実施 計画どおり 
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基本施策 施策指標  
R1 

（基準値） 
R2 R3 R4 R5 R6 R７ 

施策 

指標 

評価 

構成事

業 

評価 

総合評価 

4-2-

1 

工場・事業場の

監視・指導 

工場・事業場

における排出

基準超過件

数（年） 

参考値 6件 5 4 3 2 1 0 A 

B 達成 
実績値 6 3 2 3 0 2 0 100% 

施策の評価・今

後の取組方針 

・工場・事業場における排出基準超過件数について，令和 7年度は目標値を達成することができた。 

・工場・事業場における排水基準超過が 0件であることから，この状況を維持するため，引き続き，法令遵守の徹底に向けた

取組が必要である。 

・今後も環境法令に基づく排出基準を超過する事業場数が 0件となるよう，適切な立入検査を継続するとともに，過去に排出

基準を超過した工場・事業場については，立入検査頻度を増やすなど，監視・指導を重点的に行っていく。 

・アスベスト飛散を防止するために，引き続き，解体等工事の立入検査を実施するとともに，事業者の法令遵守の徹底を図る

ため，市ホームページなどにより，効果的な周知や指導を実施していく。 

・複雑・多様化する公害苦情等への適切な対応に向け，相談事例を検証・蓄積していく。 

構成事業 事業の進捗 

・ばい煙・排出水・騒音等に関する監視・指導  計画どおり 

・アスベスト飛散防止対策の推進【拡充】 計画どおり 

・土壌汚染に関する監視・指導 計画どおり 

・公害苦情等に係る相談対応の実施 計画どおり 
   

4-2-

2 

事業者等への

意識啓発 

良好な生活

環境の確保

に係る市民満

足度（年） 

参考値 
35.7% 

(R2) 
35.7 36.5 37.4 38.2 39.0 40.7 B 

B 概ね達成 

実績値 35.7 35.7 39.3 34.7 51.5 54.1 35.8 87％ 

施策の評価・今

後の取組方針 

・良好な生活環境の確保に係る市民満足度について，令和 7年度は目標値を下回る結果となった。 

・工業団地の担当者研修会において，環境協定の概要等について周知を行ったものの，新たな締結事案が無かったことか

ら，引き続き，環境協定の新規締結に向けた取組を行う必要がある。 

・市民の良好な生活環境を確保するため，環境配慮行動や SDGsへの貢献等，環境協定締結の意義を分かりやすく解説し

たリーフレットを配布するほか，環境協定締結工場のイメージ向上のための市ホームページ・SNSを活用するなど，広報を強

化することにより，環境協定締結の拡大を図っていく。 

構成事業 事業の進捗 

・宇都宮市環境協定の推進   計画どおり 

・環境保全意識の啓発【拡充】 計画どおり 
   

4-2-

3 

自動車排出ガ

ス対策の充実 

電気自動車

補助件数 

（累計） 

参考値 5件 88 170 253 335 418 500 Ａ 

B 達成 
実績値 5 7 14 163 342 491 666 100%以上 

施策の評価・今

後の取組方針 

・電気自動車補助件数について，令和７年度は目標値を上回る結果となった。 

・これは，補助対象となる BEVの新規販売開始等によるものだと考えられる。 

・今後は，脱炭素化の実現に向けて電気自動車への乗り換え等が必要であることや，電気自動車の利点等について更なる

周知啓発に取り組んでいく。 

構成事業 事業の進捗 

・ＥＶの導入促進【拡充】（再掲） 計画どおり 

・燃料電池車の導入促進【新規】（再掲） 計画どおり 

・電気自動車等のカーシェアリングの導入検討 （再掲） 計画どおり 

・アイドリングストップの普及拡大 計画どおり 
   

4-2-

4 

生活排水対策

の充実 

生活排水処

理人口普及

率（累計） 

参考値 98.7% 99.1 99.4 99.7 99.8 99.9 100 Ｂ 

B 概ね達成 
実績値 98.7 99.1 99.3 99.3 99.4 99.4 99.4 99% 

施策の評価・今

後の取組方針 

・生活排水処理人口普及率について，令和７年度は目標値を下回る結果となった。 

・公共下水道については，事業計画区域における整備を，関連事業（土地区画整理事業等）との調整を図りながら計画的に

実施している。今後も引き続き，関係課と連携を図りながら公共下水道の整備を推進していく。 

・合併処理浄化槽については，浄化槽整備区域における合併処理浄化槽の整備は順調に進んでいる。今後も，「単独処理浄

化槽からの転換」や「汲み取りトイレからの設置替え」を促進するため，積極的な補助制度の利用勧奨や周知に取り組む。 

構成事業 事業の進捗 

・生活排水処理施設整備の推進  計画どおり 

 

【生活環境分野について】 

 ・ 大気・水質・騒音・化学物質に関する環境監視や工場や事業場への立入検査や指導などに 

より，評価は「達成」「概ね達成」となった。 

・ 引き続き，法令に基づく環境調査や監視・指導の実施のほか，事業者の意識啓発を図る 

  など，市民の良好な生活環境の確保が求められる。 
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【人づくり分野】 

基本施策 施策指標  
R1 

（基準値） 
R2 R3 R4 R5 R6 R７ 

施策 

指標 

評価 

構成

事業 

評価 

総合評価 

5-1-1 

市民総ぐるみに

よるもったいない

運動の推進 

もったいない

運動の認知

度（年） 

参考値 48.9% 50.8 52.6 54.5 56.3 58.2 60.0 A 

B 達成 
実績値 48.9 ― 43.4 48.9 58.0 44.2 68.1 

100％

以上 

施策の評価・今

後の取組方針 

・もったいない運動の認知度について，令和 7年度は目標値を上回る結果となった。 

・もったいないフェアでは，「もったいない運動」の更なる認知度向上を目指し，「もったいない」の意識啓発や行動変容を促す

実践促進につなげるため，ワークショップなどの参加型・体験型のブースを中心にイベントを開催し，効果的な普及啓発を図

った。 

・引き続き，継続的に普及啓発を図るとともに，今後は，「もったいない運動」の認知度が低い層へ向けて，集中的な周知や

効果的な普及啓発に取り組んでいく必要がある。 

構成事業 事業の進捗 

・もったいない運動の趣旨やＳＤＧｓの理念を取り入れた出前講座の実施【拡充】  計画どおり 

・もったいないフェア，コンクール，顕彰事業など普及啓発事業の実施 計画どおり 
   

5-1-2 

もったいない運動

を取り入れたイベ

ントの開催 

もったいない

運動を取り

入れたイベ

ントの割合

（年） 

参考値 100% 100 100 100 100 100 
100%を 

維持 
Ａ 

B 達成 

実績値 100 ― ― ― 100 100 100 
100%

以上 

施策の評価・今

後の取組方針 

・各イベントにおいて，エコイベント⼿順書に基づき，来場者に対し，ごみの分別や公共交通の利⽤を呼びかけるなどもったい

ない運動を取り⼊れたイベントを開催することができた。 

・今後も「もったいないフェア」を含めた様々なイベントにおいて，もったいない運動の実践促進を図っていく。 

構成事業 事業の進捗 

・環境月間・もったいない月間に合わせた周知啓発（グリーンリボン等）  計画どおり 

・「もったいないフェア」など環境配慮型イベントの実施 計画どおり 

・民間企業等と連携した普及啓発の実施 計画どおり 
   

5-2-1 

環境学習の場と

機会の提供 

環境学習セ

ンター開催

講座の平均

満足度（年） 

参考値 83.2% 86.0 88.8 91.6 94.4 97.2 100 Ｂ 

B 概ね達成 
実績値 83.2 87.0 87.1 83.1 85.3 82.8 86.7 87% 

施策の評価・今

後の取組方針 

・環境学習センター開催講座の平均満足度について，目標値を下回る結果となった。 

・満足度は上昇傾向にあることから，引き続きニーズを踏まえた各種講座の実施による満足度向上を図っていく。 

構成事業 事業の進捗 

・スマートフォンアプリ・ＳＮＳ等ＩＣＴを活用した情報発信【拡充】  計画どおり 

・市民目線に立ったわかりやすい情報発信 計画どおり 

・環境問題や地域特性を踏まえた環境学習講座の実施【拡充】 計画どおり 

・教育機関と連携した環境教育の推進【拡充】 計画どおり 

・自主活動グループの活動支援 計画どおり 

・多様な機会を捉えた環境出前講座の実施 計画どおり 
   

5-2-2 

地域における環

境保全活動を担

う人材の育成 

環境出前講

座開催数 

参考値 42回 43 43 44 44 45 45 B 

B 概ね達成 
実績値 42 18 32 43 44 62 44 98％ 

施策の評価・今

後の取組方針 

・環境出前講座開催数について，講座形態の見直し（座学と体験をそれぞれ別にカウントしていた講座を統合）により令和６

年度と比較して開催件数や受講人数が減少し，令和７年度は目標値を下回る結果となった。 

・多様化する環境問題に対応するため，様々なノウハウを持つ企業や NPO法人と連携しながら，環境に関連した様々な内

容の講座を実施し，環境問題の解決につながる行動変容を受講者へ促すことができた。 

・今後も市民一人ひとりの環境への関心を高め環境配慮行動実践を更に促せるよう内容の充実や幅広い世代を対象に普及

啓発に取り組んでいく。 

構成事業 事業の進捗 

・もったいない運動の趣旨やＳＤＧｓの理念を取り入れた出前講座の実施【拡充】（再掲）  計画どおり 

・「こどもエコクラブ」の育成（再掲） 計画どおり 

・環境リーダー等の人材育成（再掲） 計画どおり 

・森づくり団体の支援 計画どおり 

・みやの環境創造提案・実践事業の実施 計画どおり 

・ＥＳＤ拡大に向けた人材育成手法の検討【新規】  計画どおり 
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基本施策 施策指標  
R1 

（基準値） 
R2 R3 R4 R5 R6 R７ 

施策 

指標 

評価 

構成

事業 

評価 

総合評価 

5-3-1 

各主体による環

境配慮行動の推

進 

もったいない

運動の実践

率（年） 

参考値 32.0% 36.7 41.3 46.0 50.7 55.3 60.0 Ｃ 

B 未達 
実績値 32.0 ― 24.9 28.7 40.4 27.7 36.4 61% 

施策の評価・今

後の取組方針 

・もったいない運動の実践率について，令和 7年度は昨年度よりも向上してるものの，目標値を下回っている。 

・もったいないフェアでは，「もったいない」の意識啓発や行動変容を促すため，ワークショップなどの参加型・体験型のブース

を中心にイベントを開催し，市内各所では，巡回展の実施などにより，もったいない運動の周知や実践促進を推進した。 

・引き続きもったいない運動の取組事例を紹介するなど，家庭や事業所等で取り組みやすく，より効果的な実践促進を図って

いく。 

構成事業 事業の進捗 

・環境配慮行動の実践促進 計画どおり 

・マイＭｙ（マイバッグ，マイ箸）運動の推進 計画どおり 

・ECO うつのみや２１認定制度の推進 計画どおり 

・みやエコスクール認定制度等の推進 計画どおり 

・市の事務事業における「もったいない運動」の推進 計画どおり 

・グリーン調達推進方針に基づくグリーン購入の推進 計画どおり 
   

5-3-2 

多様な活動主体

間の連携促進 

環境学習セン

ターの利用件

数（年） 

参考値 887件 888 888 889 889 890 890 Ｂ 

B 概ね達成 
実績値 887 615 651 745 795 823 828 93％ 

施策の評価・今

後の取組方針 

・令和７年度については，前年度より多くの講座の開催等により利用件数は微増となったが，目標値を下回る結果となった。 

・「施設見学」においては，団体・個人等の見学を実施するとともに，小学 4年生の社会科見学を誘引した。 

・今後も引き続き，利用者の関心が高い講座の開催や SNSにおける発信など，センター利用の促進に努めていく。 

構成事業 事業の進捗 

・もったいない運動市民会議など各種ネットワーク組織への活動支援【拡充】 計画どおり 

・地域における環境保全活動に関する情報発信 計画どおり 

・リサイクル推進員活動支援の推進（再掲） 計画どおり 

・環境団体相互の交流の促進 計画どおり 

・みやの環境創造提案・実践事業の実施（再掲） 計画どおり 

・Ｊ－クレジット制度を活用したみやＣＯ２バイバイプロジェクトの実施 計画どおり 

 

【人づくり分野について】 

 ・ 本市独自の「もったいない運動」の推進や，環境学習センターにおける講座やイベントの

実施等により，一部の基本施策を除き，評価は「達成」「概ね達成」となった。  

・ 「もったいない運動の実践率」については，目標値を下回っている状況にあることから，

若年層をはじめ各世代に応じた効果的な情報発信を行い，環境問題に対する「もったいない」

の意識醸成を図るなど，自ら学び・自ら行動する人づくりの効果的な推進が求められる。  
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2.4 宇都宮市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）の進捗状況         

■計画全体の評価について 

各指標の評価については，約８割がＡまたはＢであり，計画全体として概ね計画通りに進捗して

いると評価できます。 

  

  【各指標の評価（令和７年度実績）】 

 Ａ Ｂ Ｃ 

プロジェクト指標 １ １ １ 

成果指標 １ ４ ０ 

施策指標 ７ ７ ４ 

合計 ９ １２ ５ 

 

 

重点プロジェクト 

・「宇都宮市カーボンニュートラルロードマップ」において，基本方針に掲げた「大胆に！かえる」，

「もっと！つくる」，「みんなで！育てる」の３つのアクションを牽引し，好循環を生み出すための

重点施策となる「脱炭素加速化プロジェクト」を，本計画の重点プロジェクトとして位置付けてい

ます。 
 

プロジェクト指標  R6 R7 
R12 

（目標値） 
評価 

公共交通の年間利用者数（年） 
参考値  2,873万人 3,054 3,600（R10） A 

（100％以上） 実績値 3,633  算定中 - 

評価と今後の取組方針 ・令和６年度の公共交通の年間利用者数は，参考値を大きく上回る結果となるなど，ライトラ

インをはじめ，鉄道，バス，地域内交通と各公共交通の利用者数が着実に増加している。 

・令和８年３月に，午前９時以降からライトライン・バス・地域内交通を定額で自由に乗り降り

できる１日乗車券「オフピー９パス」を導入するため，交通事業者と連携し，周知・利用促進を

図っていく。 

宇都宮ライトパワー株式会社の 

取扱再エネ電力量（年） 

参考値 13,500MWh  14,000 14,000（R7） B 

（92％） 実績値 13,690  12,900 - 

評価と今後の取組方針 

・令和７年度の宇都宮ライトパワー株式会社における取扱再エネ電力量については，参考値

を下回る結果となった。 

・これは，一般家庭における太陽光発電の余剰電力の買取を強化したものの，既存の再エネ

電源の発電量が減少したことによるものと考えられる。 

・今後は，一般家庭における太陽光発電の余剰電力買取のさらなる強化などによる，安定し

た再エネ電源の確保に向けて，引き続き，宇都宮ライトパワー株式会社と連携していく。 

脱炭素先行地域計画の進捗率（民生部門の電

力消費量のうちＣＯ２排出実質ゼロとなった割合）

（年） 

参考値 64％       85 100 C 

（40％） 実績値 27     34 
- 

評価と今後の取組方針 

令和 7年度は，民間施設等への再エネ設備導入時期の変更及び再生可能エネルギーの未

供給により，想定した参考値を下回る結果となった。今後は，事業最終年度（R9）の目標達成

に向け，再エネ設備を最大限導入するとともに，宇都宮ライトパワー株式会社による再生可

能エネルギー供給により，民生部門の電力消費に伴うＣＯ2排出実質ゼロに取り組んでいく。 
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施策１ 自立分散型エネルギーの普及促進 
 

成果指標  R6 R7 
R12 

（目標値） 
評価 

市民１人当たりの 

温室効果ガス排出量（年） 

参考値 2.68t-CO2（R5） 2.54（R6） 1.68 B 

（97％） 実績値 2.75（R5） 算定中 - 

評価と今後の取組方針 

・市民１人当たりの温室効果ガス排出量について，令和６年度（Ｒ５実績）は参考値を下回る結果となった。 

・しかしながら，電力の使用量は大幅に減少している等により，着実に排出量は削減されていることから，引き続き，

補助事業等による家庭における再エネ導入促進や，市民における環境負荷を減らす取組について，市ホームページ

等により普及啓発を行うなど，家庭における脱炭素化を促進していく。 

事業者の温室効果ガス 

排出量（年） 

参考値 181.2万 t-CO2（R5） 172.5（R6） 128.6 B 

（91％） 実績値 198.3（R5） 算定中 - 

評価と今後の取組方針 

・事業者の温室効果ガス排出量について，令和６年度（Ｒ５実績）は参考値を下回る結果となった。 

・省エネ設備機器や高効率機器の導入などの取組が推進されていることから，経済産業省のエネルギー消費統計に

おける電力消費量が減少しており，参考値には達していないものの前年度から減少が図られている。 

・引き続き，補助事業について関係機関と連携し広く情報発信を行うなど，事業者における脱炭素経営を促進してい

く。 

市有施設における 

温室効果ガス排出量（年） 

参考値 64,400 t-CO2 58,334 28,000 B 

（91％） 実績値 71,073 算定中 - 

評価と今後の取組方針 
・市有施設の温室効果ガス排出量について，令和６年度は参考値を下回る結果となった。 

・さらなる排出量削減に向けて引き続き，エネルギー使用量の削減とともに，再生可能エネルギーの創出・使用等に

より一層促進していく。 
 

基本施策 施策指標  R6 R7 
R12 

（目標値） 
評価 

1-1 
家庭における脱炭素化

の促進 
ZEHの補助件数（累計） 

参考値 199件    249 500 A 

（100％以上） 実績値 217    310 - 

評価と今後の取組方針 

・令和７年度の家庭向け脱炭素化促進補助事業におけるＺＥＨ補助件数については，参考値を上回る実績（９３件

/累積３１０件）となった。 

・令和７年度から，ZEHに加え LCCM住宅への補助を拡充したところであり，引き続き家庭における脱炭素化の促

進のため補助を推進していく。 

1-2 
事業者における脱炭素

化の促進 
SBT 認定補助件数（累計） 

参考値 29件     44 118 A 

（100％以上） 実績値 43     63 - 

評価と今後の取組方針 

・令和 7年度における中小企業向け SBT認定取得に係る申請費用に対する補助件数は２０件【累計：63件】であ

り，「ＳＤＧｓ人づくりプラットフォーム」と連携し，補助金活用企業の取組を紹介する動画の作成及び情報発信を行

い，事業者におけるエネルギー対策の促進を図った。 

・引き続き，ＳＢＴ認定取得企業の拡大及び取得した企業における脱炭素の取組の更なる推進等を図り，事業者に

おける脱炭素の取組を市全体に波及させる必要がある。 

1-3 
市役所における脱炭素

化の促進 
全館 LED 化施設数（累計） 

参考値 133施設    164 320 C 

（66％） 実績値 87    109 - 

評価と今後の取組方針 
・令和７年度は，市有施設への一括導入に向け，導入手法検討調査の結果（R6実施）を踏まえ，官民連携を含め

た様々な手法の比較・検討を進めている中，導入施設は１２施設に留まった。 

・今後は，導入規模やスケジュール等も含め，様々な視点から効率的な導入に向け取り組んでいく。 

1-4 
創エネルギー・蓄エネ

ルギーの普及促進 

太陽光発電設備導入世帯

数（累計） 

参考値 31,348世帯  36,501 62,264 C 

（66％） 実績値 23,288  24,390 - 

評価と今後の取組方針 

・太陽光発電設備導入世帯数については，参考値を下回っているものの，設備導入に対する補助事業の拡充や

普及啓発に積極的に取り組むほか，近年の電気代高騰による太陽光発電への関心の高まりなどにより，本市に

おける導入状況は年々増加しており， ＦＩＴ制度（10kW未満）における新規認定分の太陽光発電設備導入件数及

び導入容量は中核市 1位となっている。 

・引き続き，これまで拡充してきた補助事業を実施し，導入促進を図る。 

1-5 
地域ポテンシャルを生かした

新たなエネルギーの活用 

冷熱エネルギーを活用した

事業への参入者数（累計） 

参考値 8事業者     8 10 B 

（87％） 実績値 7     7 - 

評価と今後の取組方針 

・冷熱エネルギーを活用した事業への参入者数について，令和７年度は新規参入事業者がなく，参考値を下回る

結果となった。        

・大谷夏いちごの効果的な生産・販売に必要な支援策や，大谷夏いちご以外の農作物についても，冷熱エネルギ

ーを活用できるよう，現行の補助事業の見直しを行うなど，幅広い活用方法について検討していき，冷熱エネルギ

ー活用事業のさらなる拡大を図る。 
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施策２ 環境にやさしいまちづくり 
 

成果指標  R6 R7 
R12 

（目標値） 
評価 

市民１人当たりの 

温室効果ガス排出量（年） 

参考値 2.68t-CO2（R5） 2.54（R6） 1.68 B 

（97％） 実績値 2.75（R5） 算定中 - 

評価と今後の取組方針 

・市民１人当たりの温室効果ガス排出量について，令和６年度（Ｒ５実績）は参考値を下回る結果となった。 

・しかしながら，電力の使用量は大幅に減少している等により，着実に排出量は削減されていることから，引き続き，

補助事業等による家庭における再エネ導入促進や，市民における環境負荷を減らす取組について，市ホームページ

等により普及啓発を行うなど，家庭における脱炭素化を促進していく。 

事業者の温室効果ガス 

排出量（年） 

参考値 181.2万 t-CO2（R5） 172.5（R6） 128.6 B 

（91％） 実績値 198.3（R5） 算定中 - 

評価と今後の取組方針 

・事業者の温室効果ガス排出量について，令和６年度（Ｒ５実績）は参考値を下回る結果となった。 

・省エネ設備機器や高効率機器の導入などの取組が推進されていることから，経済産業省のエネルギー消費統計に

おける電力消費量が減少しており，参考値には達していないものの前年度から減少が図られている。 

・引き続き，補助事業について関係機関と連携し広く情報発信を行うなど，事業者における脱炭素経営を促進してい

く。 

市有施設における 

温室効果ガス排出量（年） 

参考値 64,400 t-CO2 58,334 28,000 B 

（91％） 実績値 71,073 算定中 - 

評価と今後の取組方針 
・市有施設の温室効果ガス排出量について，令和６年度は参考値を下回る結果となった。 

・さらなる排出量削減に向けて引き続き，エネルギー使用量の削減とともに，再生可能エネルギーの創出・使用等に

より一層促進していく。 

※ 施策１における成果指標と同様 
 

基本施策 施策指標  R6 R7 
R12 

（目標値） 
評価 

2-1 
環境負荷の少な

い都市整備 

地域新電力による温室効

果ガス削減量（累計） 

参考値 6,123t-CO2 7,800 7,800（R7） A 

（100％以上） 実績値 13,901 14,711 - 

評価と今後の取組方針 
・地域新電力による温室効果ガス削減量について，参考値を上回る結果となった。 

・これは令和７年度に，二酸化炭素の排出がゼロである「ゼロエミッション電力」の供給を開始したことが主な要因である。 

・引き続き，宇都宮ライトパワー㈱と連携を図りながら，温室効果ガスの削減に取り組んでいく。 

2-2 
エコで便利な交

通体系の構築 

公共交通夜間カバー率

（年） 

参考値 94.5％  95.4 100 B 

（98％） 実績値 93.5  93.8 - 

評価と今後の取組方針 

・公共交通夜間人口カバー率について，令和７年度は参考値を下回る結果となったが，市街地部において新たに 1地区

で地域内交通が導入されたことに伴い，カバー率が上昇した。 

・今後は，駅西側ライトライン延伸とあわせたバス路線再編の内容の検討進めていくとともに，地域内交通の導入地区の

拡大に引き続き取り組んでいく。 

2-3 
農地等の多面的

機能の維持向上 

市内農地における環境保

全活動カバー率（累計） 

参考値 41.8％ 42.2 44 B 

（92％） 実績値 39.6 39.0 - 

評価と今後の取組方針 

・市内農地における環境保全活動カバー率については，令和 7年度は参考値を下回る結果となった。 

・多面的機能支払交付金制度に取り組んでいる地域は，地域住民との共同作業により，良好な農村環境の保全を実現し

ているものの，市内農地における環境保全活動カバー率はほぼ横ばいとなっている。 

・今後は，カバー率の向上を図るため，既存組織や活動組織のない地域に対し，非農業者も巻き込んだ個別説明会や地

域からの相談等の機会を捉え，多面的機能支払交付金による活動のメリットなどを示しながら，エリアの拡大や新規組織

の立ち上げを促進していく。 

・また，令和５年度に設立した広域活動組織を支援するとともに，広域活動組織への未加入組織に対し，個別説明等の

機会を捉え，事務処理を一元化することで負担感を軽減し，本来の農村環境保全活動に注力できるなどのメリット等を説

明し，加入促進を図っていく。 

2-4 
都市の緑の保全

と創出 

緑地保全・緑化推進に係る

ボランティア活動者数（年） 

参考値 3,802名 3,852 4,100 B 

（92％） 実績値 3,326 3,555 - 

評価と今後の取組方針 ・令和 7年度については，高齢化により減少傾向にあるなか，「（公財）グリーントラストうつのみや」において市民を対象

とした公開活動や企業連携による保全活動に取り組んだほか，夏季の猛暑の影響等により緑地の保全活動者数が減少

したものの，緑化ボランティアの活動場所の増加などもあり，目標を概ね達成することができた。 

・今後は，緑地保全活動を行っている「（公財）グリーントラストうつのみや」と連携を図りながら，市民等に対し，これまで

の取組に加え，「シルバー大学校」などへの働きかけによるＰＲを行うとともに，若い世代などの初心者が気軽に参加でき

る保全活動の支援に取り組んでいく。 
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施策３ 循環型社会の形成 
 

成果指標  R6 R7 
R12 

（目標値） 
評価 

一人１日当たり家庭ごみ排出量 

（資源物以外） 

参考値 542ｇ      540 540（R7） A 

（100％） 実績値 524   510※見込値 - 

評価と今後の取組方針 

・令和 7年度の１人１日当たり家庭ごみ排出量（資源物以外）については，参考値５４0ｇに対して，実績値５

10ｇとなり，目標を達成した。 

・これは，クリーンパーク茂原の火災に伴う「燃えるごみ５割削減に向けた呼びかけ」以降も，分別講習会や

新聞折り込みチラシなど，様々な機会や媒体を活用した効果的な周知啓発の継続的な実施のほか，もった

いない運動の促進など，幅広い世代に対しごみ削減に向けた市民の行動変容を促すことができたためだと

考えられる。 

・今後については，焼却ごみの中には，依然としてプラスチック製容器包装などの資源物や食品ロスが含ま

れていることから，正しい分別の定着やごみの発生抑制に向け，市民に届きやすい広報媒体等を活用し，

効果的に周知啓発を行っていく。 
 

基本施策 施策指標  R6 R7 
R12 

（目標値） 
評価 

3-1 普及啓発の推進 
ごみ分別アプリ「さんあ～

る」のダウンロード数（累計） 

参考値 50,964件 51,000 51,000（R7） A 

（100％以上） 実績値 64,189 70,196 - 

評価と今後の取組方針 

・ごみ分別アプリ「さんあ～る」のダウンロード数について，令和７年度は参考値を上回る結果となった。 

・分別講習会や市ホームページ，広報紙等の様々な機会や媒体を活用した周知啓発を実施した結果，目標を上回るダウ

ンロード数となっており，市民に対し幅広い周知啓発が図られている。 

・引き続き，様々な機会や媒体を活用したごみ分別アプリの周知を行い，ダウンロード数の増加を図る。 

3-2 
発生抑制・ 

再使用の促進 

市が実施したフードドライブ

の参加者数（年） 

参考値 744人 700 700（R7） A 

（100％以上） 実績値 855 898 - 

評価と今後の取組方針 

・市が実施したフードドライブの参加者について，令和７年度は参考値を上回った。 

・分別講習会やイベントなどの様々な機会を活用した周知啓発に努めた結果，個人からの寄付だけでなく企業単位でのフ

ードドライブ活動が増加しており，食品ロスの発生抑制が図られている。 

・引き続き，様々なイベント等の機会を通じ，個人はもとより事業者の参加を募りながら，参加者数の増加を図る。 

3-3 
資源循環利用の 

推進 

市が主体となって取り組む

廃棄物バイオマスの資源化

量（年） 

参考値 1,272ｔ 1,500 1,500（R7） 
B 

（84％） 実績値 1,193ｔ 
1,274 

※見込値 
- 

評価と今後の取組方針 

・市が主体となって取り組む廃棄物系バイオマスの資源化量について，令和７年度は当初の参考値を下回ったが，新聞折

込チラシ等を活用した周知啓発の実施により，令和 6年度の実績値より 81t，約 6.8％の増加となった。 

・引き続き，剪定枝の拠点回収や市有地から発生する剪定枝の資源化等による資源化量の安定的な確保に努めるととも

に，学校給食残の資源化など，新たな廃棄物系バイオマスの資源化施策を検討していく。 

3-4 

市民・事業者主

体による資源化

の推進 

市民から依頼のあった分別

講習会と出前講座の開催

回数（年） 

参考値 65回  70回以上 70回以上（R7） 
C 

（68％） 実績値 54  48  

評価と今後の取組方針 

・市民から依頼のあった分別講習会と出前講座の開催件数について，令和７年度は参考値を下回る結果となった。 

・市ホームページや広報紙などによる講習会等の周知やリサイクル推進員を通じた開催機会の拡充に取り組んだものの，

目標達成には至らなかった。 

・令和９年度からプラスチック製品の資源化を開始することから，分別講習会を活用して新たな分別ルールの周知を行い，

分別講習会の開催回数の拡大を図る。 

 

  



26 

 

施策４ 環境配慮行動の推進 
 

成果指標  R6 R7 
R12 

（目標値） 
評価 

もったいない運動の実践率

（年） 

参考値 36.5％ 40.4 60％ B 

（90％） 実績値 27.7 36.4 - 

評価と今後の取組方針 

・もったいない運動の実践率について，令和 7年度は昨年度よりも向上してるものの，参考値を下回っている。 

・男女問わず 10～20代の実践率が特に低い一方，５0代以降の女性の関心は高い。関心の低い層に向けて普

及啓発するとともに，関心の高い層へも更なる実践を促進するため，各世代に効果的な広報媒体を活用して周

知啓発を図り，行動変容を促していく。 

・もったいないフェアにおいては，「もったいない」の意識啓発や行動変容を促すため，ワークショップなどの参加

型・体験型のブースを中心にイベントを開催し，市内各所では，巡回展の実施などにより，もったいない運動の

周知や実践促進を推進した。 

・引き続きもったいない運動の取組事例を紹介するなど，家庭や事業所等で取り組みやすく，より効果的な実践

促進を図っていく。 
 

基本施策 施策指標  R6 R7 
R12 

（目標値） 
評価 

4-1 
市民総ぐるみによるも

ったいない運動の推進 

もったいない運動の認知度

（年） 

参考値 51.7% 53.1 60 A 

（100％以上） 実績値 44.2 68.1 - 

評価と今後の取組方針 

・もったいない運動の認知度について，令和 7年度は参考値を上回る結果となった。 

・もったいないフェアでは，「もったいない運動」の更なる認知度向上を目指し，「もったいない」の意識啓発や行動変

容を促す実践促進につなげるため，ワークショップなどの参加型・体験型のブースを中心にイベントを開催し，効果

的な普及啓発を図った。 

・引き続き，継続的に普及啓発を図るとともに，今後は，「もったいない運動」の認知度が低い層へ向けて，集中的な

周知や効果的な普及啓発に取り組んでいく必要がある。 

4-2 
環境学習の場と機会

の提供 

環境学習センター開催講座

の平均満足度（年） 

参考値 87.3% 89.4 100 B 

（96％） 実績値 82.8 86.7 - 

評価と今後の取組方針 
・環境学習センター開催講座の平均満足度について，参考値を下回る結果となった。 

・満足度は上昇傾向にあることから，引き続きニーズを踏まえた各種講座の実施による満足度向上を図っていく。 

4-3 
各主体による環境配慮

行動の推進 

みやエコ・アクション・ポイント

事業の参加人数（累計） 

参考値 7,500人 11,250 30,000 C 

（48％） 実績値 3,588 5,490 - 

評価と今後の取組方針 

・令和 7年度は，利用者増加に向けて各種キャンペーンに取り組み，また，各種イベントにおいて周知啓発を実践し

たところであり，着実に参加人数を増やしているものの，参考値を下回っている。 

・今後は，利用者のニーズと動向を分析しながら，魅力的なキャンペーンの実施や，アクションの見直しを行い，環

境意識の醸成や行動変容を促していく。 

4-4 
多様な活動主体間の

連携促進 

環境学習センターの利用件

数（年） 

参考値 781件 799 890 A 

（100％以上） 実績値 823 828  

評価と今後の取組方針 

・令和７年度については，前年度より多くの講座の開催等により利用件数は微増となったが，参考値を上回る結果と

なった。 

・「施設見学」においては，団体・個人等の見学を実施するとともに，小学 4年生の社会科見学を誘引した。 

・今後も引き続き，利用者の関心が高い講座の開催や SNSにおける発信など，センター利用の促進に努めていく。 

 

施策５ 気候変動適応策の推進 
 

基本施策 施策指標  R6 R7 
R12 

（目標値） 
評価 

5-1 
気候変動への適応

策の推進 

「適応」に関する内容を含む環

境出前講座等の回数（年） 

参考値 45回 45 50 B 

（97％） 実績値 45 44 - 

評価と今後の取組方針 ・「『適応』に関する内容を含む環境出前講座等の回数」について，令和７年度は参考値と同程度の結果となった。 

・引き続き，カーボンニュートラルの実現に向けて，幅広い世代を対象に普及啓発に取り組んでいく。 
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2.5 宇都宮市役所カーボンニュートラル実行計画～宇都宮市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）～の進捗状況  

■計画全体の評価について 

各指標の評価については，７割がＡまたはＢであり，計画全体としては概ね計画通りに進捗して

いると評価できますが，一部の施策については進捗が遅れていることから，目標達成に向け，取組

を加速化させる必要があります。 

 

  【各指標の評価（令和７年度実績）】 

 Ａ Ｂ Ｃ 

施策指標 ２ ３ ２ 

 

基本施策１ 市有施設等における脱炭素化の推進 
 

基本施策 施策指標  R6 R7 
R12 

（目標値） 
評価 

1-1 
省エネ設備等の導入によ

る省エネルギーの推進 
全館 LED 化施設数（累計） 

参考値 133施設    164 320 C 

（66％） 実績値 97    109 - 

評価と今後の取組方針 
・令和７年度は，市有施設への一括導入に向け，導入手法検討調査の結果（R6実施）を踏まえ，官民連携を含

めた様々な手法の比較・検討を進めている中，導入施設は１２施設に留まった。今後は，導入規模やスケジュ

ール等も含め，様々な視点から効率的な導入に向け取り組んでいく。 

1-2 
再エネ設備の導入による

創エネルギーの推進 

市有施設等における太陽光

発電設備設置容量（累計） 

参考値 3,563kW  5,086 12,700 C 

（18％） 
実績値 864    961 - 

評価と今後の取組方針 

・令和６年度に実施した導入可能性調査の結果，事業の成立性が確認できた施設は当初想定を下回り，導入

可能な施設が減少したことで，参考値を下回る結果となった。引き続き，導入可能な施設については，所管課等

との調整の上，順次導入していくほか，ペロブスカイト太陽電池等の技術革新の動向を踏まえながら，設備導入

の検討を進めていく。 

1-3 
再エネ電力の調達等によ

る脱炭素化 

電力使用量における「再エネ

１００％電力」供給割合 

参考値 25.0％   38.0 100 B 

（70％） 実績値 1.15   26.6 - 

評価と今後の取組方針 

・宇都宮ライトパワー株式会社の PPAサービスを活用と併せて，不足電力は再生可能エネルギー電力等の供

給を受けたほか，７３施設において宇都宮ライトパワーからのゼロエミッション電力の供給を受けることで，電力

調達における脱炭素化の推進を図った。 

・引き続き，PPAサービスを活用可能な施設については，当該サービスを活用と併せて不足電力は再生可能エ

ネルギー電力の供給を受けていくとともに，その他施設についても，ゼロエミッション電力への切替拡大に向け

検討していく。 

1-4 燃料使用量の削減 公用車の電動車化率 
参考値 45.0%  55.0 100 B 

（90％） 実績値 46.8  49.6 - 

評価と今後の取組方針 

・使用年数や年間走行距離等を踏まえ，公用車所管課（管財課，上下水道局企業総務課，消防局総務課）にお

いて，対象車両の更新の時期に合わせ電動車化を推進した。 

・引き続き，エコドライブの実践や公用車の効率的な運用に努めるとともに，更新時期に合わせた電動車化を図

っていく。 

1-5 
各種調達における脱炭素

化の推進 
グリーン調達達成率 

参考値 83.0%   86.0 100 A 

（100％以上） 実績値 90.8   94.5 - 

評価と今後の取組方針 

・もったいないＥＭＳ事務研修において，平成２８年度から令和５年度までのグリーン調達率について示すほか，

グリーン調達推進方針の改定について全庁掲示版にて周知を行うなど環境配慮行動の推進を図ったことで，参

考値を上回った。 

・グリーン調達率１００％を目指し，引き続き庁内周知を実施するなど環境配慮行動の推進を図っていく。 
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基本施策２ ごみ減量化の推進 
 

基本施策 施策指標  R6 R7 
R12 

（目標値） 
評価 

2-1 
ごみの減量化・資源化の 

推進 
ごみの最終処分量 

参考値 18,008t  17,673 16,200 
A 

（100％以上） 
実績値 

17,885 
 17,132

※見込値 
- 

評価と今後の取組方針 
・効果的な周知啓発等の実施による焼却ごみの減量化や溶融スラグ化の実施等により，目標を達成した。 

・引き続き，ごみの減量・資源化の推進による最終処分量の削減を図り，計画的な最終処分の実施や最終処

分場の適切な維持管理を確保する。 

 

基本施策３ 職員の脱炭素型ワークスタイルの徹底 
 

基本施策 施策指標  R6 R7 
R12 

（目標値） 
評価 

3-1 
「もったいない EMS」による

一体的な環境管理の推進 
エコ通勤実施率 

参考値 100%   100 100 B 

（84％） 実績値 79.8   84.0 - 

評価と今後の取組方針 
・「もったいない EMS」における取組推進やエコ通勤推進デーの庁内周知により，エコ通勤実施率が順

調に推移しているものの，参考値を下回った。 

・引き続き全庁掲示を利用したエコ通勤推進デーの周知に努め，実施率１００％を目指していく。 
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